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Fさんのこと 一水俣にて一

高 橋  勤

「ほら、水面がもり上がっとるでしょ。海の底から水が湧き出しよると

です。」

チヌ釣りをしていた老人は、そう言うと、対岸の水際を指差した。

湯堂の港は、今でも海底の泉から清水が湧き出している。水量が多い

ときには、その海面がもり上がって見えるのだそうだ。湯堂湾では、こ

の湧き水を利用して小鮎の養殖が行われてきた。水俣川には今でも鮎が

上るらしい。

水俣の湯堂地区は、水俣病患者の最も多発した地区だつた。

この春、水俣の湯堂地区を歩いていて、チヌ釣りの老人に出会った。

ぼくがその老人に気を引かれたのは、おそらく海釣りという趣味のため

ばかりではなく、その老人が車イスに乗っていたからだろう。老人とば

くは釣りの話をしていたのだが、どうした訳か、この老人はぼくを自宅

へと招くと言い出した。湯堂湾で釣れたばかりのチヌの刺身で一杯やろ

うというのである。水俣湾の広大な埋立地から今だに汚染物質が流失し

ているという噂は耳にしていたのだが、ぼくは快く老人の誘いに応じた

のだった。

Fさんの自宅は、港から国道三号線を隔てた出月地区にある。数軒先に

は、水俣病裁判の中心的な存在だった川本輝夫さんの家がある。坂道を

もう少し上がると、水俣病運動の拠点となった相思社である。

Fさ んの奥さんは小柄でもの静かな方だった。その静かさのなかに深い

悲哀とやさしさが秘められているような気がした。40を過ぎた息子さん
は、まだ独身である。

「わらびば採りにいくでっしょ。そいで丘の上から海ば見たら、虹色

に輝きよりましたも。虹色ちゅうても、へんな虹色です。そんころから

海の汚れとりましたとでっしょうな。はじめん頃はひどかったとです

よ。奇病、奇病ちゅうて。ちいと手足のしびれても誰にも言わんやった

とです。子供は就職のでけん、嫁のやり手はなかちゅうた具合ですけ

ん。」

「おれもそん頃から症状はあった。ばってん、子供に迷惑のかかるけ

ん、申請はせんと思うとった……。」Fさ んはそうつぶやいた。

Fさ んとぼくは、水俣病のことはそれ以上話さなかった。ぼくは何を尋

ねていいかわからなかったし、色々と聞くのが失礼のような気がした。

ただ、Fさ んが「大学教授でさえ、金と権力の手先でしかない」と吐き捨

てるように言ったのだけは覚えている。

Fさ ん自慢のハチミツ入りの焼酎を飲みながら、ぼくたちは戦争の話を

した。太平洋戦争の間の 6年、Fさんは中国にいた。その 6年間の間に、
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Fさ んの所属する部隊は満州からビルマまで徒歩で南下
している。敵を追跡した時は夜も寝ずに歩いたとい

う。何日も寝ずに歩く。仮眠がとれるのは15分の休憩
の時か、それとも歩きながら寝るかのどちらかだっ

た。鉄砲を担ぎ、食料の米を背負い、夜を徹して野山

を歩く。そんな時は、敵の部隊が立ち止まり交戦して

くれるのを心から願ったという。日本に届いた名誉の

戦死者のうち、三分の一は病死、あとの三分の一は発

狂するか、自殺者だった。お守りも千本針も捨てた。

重かつた。 「死ぬかもしれないJと思いながら捨てた
そうだ。だから、もう神様も宗教も信じない。そのと

きそう思ったのだそうだ。

Fさんの家には、仏像の写真が何枚も掛けられていた。
「宗教′心というより、あれば見とったら、心が安ら

ぐとです、」とFさんは言う。それが宗教心というもの

だろう、とぼくは心のなかで考えていたが、あえて日

には出さなかった。

「水俣に環境大学ば作ろうと思うとうとです。国立

の環境大学ばです。市役所の連中は、また変な学生や

ら赤軍派の来るち言いますばってん、そげなことはも

うなかとです。水俣に環境大学ば作って、環境問題ば

研究する世界の拠点にしたらよかとです。」

環境大学の創設を思い描くFさんの語気は高ぶってい

た。ぼくもその構想に興奮し、できるならお手伝いが

したいと申し出た。Fさんとの話はいつ終るともしれな

かった。その間中、奥さんは嫌な顔ひとつせず珍客を

温かく迎かえてくれた。お宅を失礼したのは、もう夜

中の12時を過ぎていた。

ぼくは1カ 月ほどしてFさんに 2通の手紙を書いた。
J通はお礼の手紙だった。そしてもう 1通は、奈良の

秋篠寺で買った技芸天像の写真を送った。

UGA便り

石 幡  直 樹

Atlantaか ら西に100キ ロほど離れた、米国Georgia

州北部のAthcns(近くにはRomeもあります)にある
LJniversity of(brogia(1785年 創立、学生数約 3万 )

にフルプライターとして8月 末よリー年間滞在すること

になりました。UGAに は自然系のEcology学部があり
ますので、そのカリキュラムの一部を今年度の時間割

から拾ってみました。ほとんどの科目が講義と実験の

両方を組にして履修するようです。Environmerlt
lssues, Ecology,Vertebrate Natural History,

Ecosysytem Ecology,Ma■ ll n」os,Herpetology,

Ichthyology, Invertebrate Zoology, Conserv

(ation?)sus(taining?)Dev(elopment?),Ecology

Concepts,Wetland Ecology, Streanl Ecology,

Cormくunit》?)Ecology,Problerns in Ecology,さ ら

にInternship,Senior Serninar,NIaster's Research,

I)∝toral Reseach,D∝ toral Dissertationな どの項目

も見ら才lます。多くて20人から30人の理科系のクラス

ですので、のぞき見する勇気もなく内容は分かりませ

んが、日本でも環境学部や学科などがあって似たよう

なテーマで研究教育をしているのだろうかと考えてし

まいました。

私が所属しているのは比較文学科ですが、その学科

長Betty Jean Craig女史は人文芸術センター長も兼任

しています。同センターの今年度の (短期)客員講師
陣にTerらアTempest Wi」 iarnsと Fredenck Turnerの 名

前があ りま した。二人 とも一週間 ほど滞在 し、

Williamsは 10月 29日 に大学の美術館で講演と朗読を、

Turnerは 10月 22日 に「宗教と未来」という講演をする

予定です。Wimarnsは ul酬ER"der(こ のUttEが何
の略称か分かりません、どなたかお教え下さい)では
'visiorlarylで 、あなたの人生を変えるかもしれない詩

人との評価を得ていると紹介されています:Turnerは

テキサス大学人文科学部教授で学者、詩人、批評家、

環境活動家で、最近は環境回復に力を注いでSociety
for Ecological Restorationの指導的立場にあり、

Resιοraιfοn and Managemenιという雑誌に筆をふ

るっているとのことです。できましたらまた続報など

お届けしたいと思います。
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現代ネイチ ャーライターの肖像

ノーマン・マクリーン

前 川 利 広

ノーマン・マクリーン(Norman Maclean,1902-
1990)の紹介をと頼まれた。私は最近ほとんど強要さ

れて入会した新参者なのと、いまさら必要あるのかな

という気持ちがあつたのとで抵抗 tノ たが、押し切られ

た。必要とはつまり代表作 ("A River Rtlris Througll

lt")が映画化さオ1ているだけでなく、すでに立派な紹

介が渡辺利雄氏によって書かれており、それは日本で

おそ らく最良のものと思われたからである。二冊の

本、『マクリーンの川』(集英社、1993)と 『マクリー

ンの森』(集英社、1994)は 、A Ri1/er Rmsinrο ugh fι

どガ Otf2cr Sιαゴes(U.of Chicago P.,1976)の 訳であ

るが、それらに付されている渡辺利雄氏の「訳者あと

がさ」はマクリーンの経歴と出版の経緯、作品の特質

を伝えて無駄がなく、気品は高い。さらに書くべきな

にが残っているだろうか。 踏SLE―」というのは全く
学術的な団体というわけではないのでしょ ?」 と確認

した上で、ここに学術的ではないものを書くことにし

た。

私は
1■
Iもver Runs¶Tough lt“ のみで一冊のハード

カバーになつた本を持っている。Barlly Moserと いう

人の木版によるイラストが10数枚挟み込まれており、

表紙には毛ばりの浮き彫りがあしらわれた美しい本で

ある。作品に描写されている渓流のイメージとマッチ

して、本全体がひとつの美術品という趣がある。しか

し私がマクリーンを知ったのはこの物語によってでは

ない。モンタナ州ヘレナに近いロッキー山脈で発生し

た山火事と13名の若者の死を描いたノンフイクション
の傑作によってであった。それは政‐Iη Mθn ald Ftc

(U.of Chicago P.,1992)と いう題名だが、これについ

ては渡辺氏も軽く触れている程度なので、ここに書く

ことの意義はありそうである。

1949年盛夏、マン渓谷の草木は乾燥しきつていた。

落雷から発生した山火事は初めのうち小規模だった

が、乾燥と強風のため思いの外速く燃え広がった。拡

大を防ぐ作業のため飛行機からパラシュー トで落下し

た15人のスモークジャンパー(降下消防隊員)と 1人の

森林警備員は逃げ遅れた。岩だらけの急な斜面をずり

落ちながら駆け上がる若者達の脚より、急追する炎の

ほうが勝ったのである。かろうじて火よりも速く尾根

にたどり着いたものには、恐竜の背骨のように露出し

た岩が行く手を阻んでいた。岩の壁沿いに走って裂け

目を探すうちに炎に包まれたものもいた。炎が通り過

ぎた後、焼けばっくいになった腕とボロをまとったか

のように焼けた肉をぶら下げて、街往しているものも

いた。救援の人間に出会うと、自分の有様を見らね́た

くないために、近寄らないでくれと嘆願したという。

生き残ったのはまだ十代の 2人の若者と、エスケイ

プ 。ファイアーを放った分隊長のダッジだけだった。

政刀ng Men and Fireはこの惨劇をあらゆる角度か

ら克明に調べ上げた記録である。本の後半になると山

腹を駆け上がる隊員の速度と、彼らを追って燃ス_る 炎

の速度を計算する数式まで出てくる。翻訳は難しいだ

ろうと思っていたら、その部分を省略したものが昨年

出た。水上峰雄訳『マクリーンの渓谷』(集英社、1997

年)である。

1996年 7月 末、私は家内とともにモンタナに入 rD
た。ヘレナでレンタカーにガソリンを入れながら)、 隣

で給油している男に経路を尋ねた。インターステイト

を下りて、さらにまた訊いた。ミズーリ川を船で下つ

た。13人の犠牲者を出したマン渓谷には、船を停める

ことはできない。13の十字架が立つところに達するに

は、山中でのキャンプが必要である。手前のメリウェ

ザー・キャニオンで下船し、ひとつ南倶1の山(こ こで落

雷があり、火災が発生し,炎はマン渓谷を越えた)を登

り、頂上から現場の斜面を眺めおろすしかない。

家内をメリウェザー 。キャニオンの川辺に残し、昼

食用に買つておいたホットドッグとミネラルウォー

ターのボ トルをリュックに入れ、登山道を探した。

たった 1人。高度が上がるに連れ、緑色に蛇行するミ

ズーリ川が下に小さくなってゆく。あのときの山火事

のなごりだろうか、途中何本もの木が焦げたまま立ち

枯れていた。大きな奇岩が日を開けている。Devil's
Kitchenと 書かれた小さな札が掛かつていた。このあ

たりには毒蛇が生息するという。もし噛まれて動けな

くなったら、家内はどうするだろうか。47年前ここで

死んだ者たちはほとんどが十代後半から二十代前半の

若さだった。彼らのつかの間の人生は、なんの意味が

あったのだろうか。そんなことを考え、ズリ落ちる石

に足を取られながら細い山道を登った。

山頂に立って向かいの斜面を見下ろした。その尾根

を越えると草原がロッキーの山々にとって変わり、草

原はどこまでも続いてやがてカナダとの国境を越える

はずだ。そして青い空はそのままカナダに連なる。自

然は人為的な国境なぞまったく意に介していないとで

もいいたげである。私は途方もない大きさの自然を望

みながら、人の死について、ひいては生について考え

ていた。生は死と切り離されて存在しているわけでは

ない。13人の生命はつかの間であったが、悠久の自然

と較べれば70年の生命も同じようにはかない。なのに
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人は生に執着する。生の長さは 1計∫の意味を持つのだろ

う。死をみつめない生は生でない。コインの表裏のよ

うに生と死は対になっている。永遠の生は生ではな

い。

人は人の死に接したとき、なにがしかのことを学

ぶ。他人の死によって、自らの生を認識する。
:A River

Rulls¶γough lt‖ を読めば感じられることだが、マク

リーンの生は弟ポールの死を見据えたところに存在し

たと思う。また13人の若者の死の過程を追っていたと
き、おそらく彼は自分自身の生を、そして死を考えて

いたであろう。

日差しが厳しい。私は木陰に入つて座 り、昼食を

◆八田洋章著『本の見かた、楽 しみ方――ツリーウォッ

チング入門』 (朝 日選書599、 1998年 )自然に関心を抱
く第一歩として、自宅の庭にある本をながめ、職場の樹本や

街路樹に視線を向けようという試みが、わかりやすい語り口

調で展開されている。一日ばれ した本に、 「これ、私の

本 !」 とツバをつけて一年かけて観察してみたくなる、そん

なきっかけを与えてくれる本。 (近江i満里子)

◆石牟礼道子『天湖』 (毎 日新聞社、 1997年 )ダム建設
のために湖底に封印された天底村をめく

い
る、神話と蘇りの物

語。九州の山村 に、祖父の盆供養のために東京から来た音楽

家志望の青年は、そこで母娘おひなとお 桃の歌を聞き、心を

癒される。天と地をむすぶ水の循環を断ち切るダム、耳を麻

痺 させる都会の喧騒。現代社会は環境と人間をひきさく要素

で満ち溢れているが、天底の人びとは果敢に魂の故郷を現代

に再現させる。詩的で音楽的な水辺の世界。 (赤嶺玲子 )

◆森崎和江『地球の祈 り』 (深夜叢書社、1998年 )女性
のエロスや朝鮮での植民地体験を描いてきた著者が、自然を

聴くことをうたった 詩集。本、上、水、空との対話は、生命

の気配に満ちている。エコフェミニストのよ うに自己の性と

自然とのかかわりを理論化することなく、人間の言語をもた

ない本や石に語りかけるように平易な言葉で綴っている。幼

いものたちに読ませたい。 (赤嶺)

◆足立倫行『森林 日本』 (新潮選書)森林の荒廃を告発

摂った。水を飲スノで~息つき、幾枚かの写真を
撮った。左側にミズー リ川が小さく遠 く、北に向

かって流れている。死者の出た山腹の右償1は起伏

がなだらかになっている。パラショ_― 卜で降下 tノ

たあたりの見当がおおよそつく。見事な自然だつ

た。私の足元には岩石がごろごろしている。握 り

拳大のものを手に取つてみた。一面が焦げている

かのように変色したライムス トーンであつた。日

本まで持って帰るには重いかも知れない。そう思

いながら、ほとんど空になったリュックに石を入

れると、リュックはその部分が重みでズッシリと

垂ね下がった。

するだけではなく、現場の人間の姿を通して問題の本質をと

らえたいc漁民による植林、都市住民による森林ボランティ

ア、農民による地域文化・農業振興とイヌワシ営巣地保護運

動等、希望はまだある。 (加藤貞通)

◆マイケル・アラビー編『エコロジー小事典』 (今 井

勝・加藤盛夫訳、講談社ブルーバ ックス )ダ イオキン
ン、温室効果から遺伝、気象、地学など基礎分野まで5000項

目を集録。 (加藤)

◆牧野和孝『鉱物資源百科辞典』 (日 刊工業新聞社)地
球上に存在する鉱物、約4300種類そのすべてを収めた、きめ

細かい鉱物辞典。特定の分野に限らず広く利用できる。 (加

藤 )

◆米田 一彦『生かして防ぐクマの害』 (農文協)生息地
を狭められ、有害獣として駆除され、ついにニホンツキノワ

グマも、オオカミのように、最近ではニホンカワウソのよう

に姿を消す日が来るのか。共生への実践。 (加藤)

◆植 田和弘『環境経済学への招待』 (丸 善 ライプラ

リー、1993年 )環境を保全しつつ人間社会の豊かさを実現
する経済は、いかにしたら可能か。文学と環境の論議を、社

会経済的リアリティーと遊離させないために、これは必読。

(加藤)

◆千葉徳爾『オオカ ミはなぜ消えたか』 (新 入物往来

社、1995年 )日本人と野獣 の交わりについての民俗学的考
察。 (加藤 )

◆『週間金曜 日』編集部『環境を破壊する公共事業』

(緑風出版、1997年 )かけがえのない環境をかくも破壊し

てきた “公共事業"と はなにか。北海道から沖縄までその状

況の報告。 (加藤)

◆ジリアン・ ビア『ダーウィンの衝撃 :文学における進

化論』 (渡部ちあき、松井優子訳、工作舎、1998年 )
『種の起源』をフィクションとして読む。 (加藤)

◆まる虫ネコ『まんが第十堰――まるまるわかる吉野川河

口堰問題』 (ま んが第十堰刊行委員会)公共事業はすで
に計画立案当時の目的が失われているのに「一度決まったも

のだからJと強引に進められ問題を引き起こすものがいくつ

かある。四国の吉野川可動堰化計画もそのひとつ。 (加藤)

◆管啓次郎『狼が連れ だって走る月』 (岩 波書店 、

1994年 )今福龍太とともに日本でもっとも早い時期の真率
なアビー論の書き手。エッセイ「砂 漢で暮らした昨日Jのな

4
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かにアビーがいる。管啓次郎の (場所論)(例 :「土地 記
憶欲望」『場所―現代哲学の冒険 7』 、岩波書店、 1991)|ま

もっともっと注目され ていい。バリー・ロペスや生態地域
主義にも接する重要な仕事。アリゾナに暮 らす著者の感性と

文体が何とも妬ましい。 (野田研一)

◆宮迫千鶴 『海 と森の言葉』 (岩 波書店、1996年 )画
家で都市を愛 していたはずの宮追がいつのまにか自然派に転

向していた (?)。 アニー・ディラー ドを愛読する日本の作

家がついに現れた。宮迫の今後が注目される。 日本の作家が

もっとアメリカのネイナャーライターを読み、かつそれを越

える作品を書 :すばそれでいいのだ。 (野田)

◆多木浩 二、今福龍太 『知のケースス タデ ィ』 (新 書

館、 1996年 )文句なく魅力的な学者二人の対話集。とりわ

け最初の章
~動
物」は刺激的だ。 「トロープ (比喩)と して

の動物」、 「平行世界としての動物界」など、バリー・ ロペ

スや動物文学を考えるには、こうした視点がもつと拡大・深

化されねばならない。 (野田)

◆ ロバー ト・ フィンチ、村上清敏 〈会員〉訳 『大切な

場所―ケープコッ ドの四季』 (松 柏社、1998年 )ま っ
たく独力でフィンチ、ベス トンの翻訳を成 し遂げつつある村

上氏のフィンチ2番目の翻訳。ネイチャーライティングを読
むとは、このような文章を熟読玩味する喜びなのだと改めて

思う。メルヴィル学者の学殖がにじみ出た翻訳に脱帽する。

(野田)

◆伊藤詔子 (会員 )『 よみがえるソローーネイチ ャー

ライテイングとアメリカ社会』 (柏書房、 1998年 )日

本で最初の本物のネイチャーライティング論。記念碑的著作

であると同時に、質・量ともにこれを越えることが、宿題と

して雅、たちに課せ られた。 「自然を文化の本質 と捉える構

造」をアメリカ文学の大きな潮流として摘出する労作。あま

たの書評が待たれる。 (野田)

◆ゲー リー・ スナイダー、山尾三省、 (監修 :山 里勝

己 (会 員 ))『 聖なる地球のつ どいかな』 (山 と渓谷
社、 1998年 )太平洋を隔てながら (そ してともに辺境に暮
らしながら)、 まるで同時代感覚を生きている二つの個性。

親 しく、懐か しく、貴重な対話だ。いま、ネイチャーライ

ティングをこのクニで考え始めたばくらにとって、スナイ

ダーとは誰か。また、屋久島で暮 らす山尾三省とは誰か。二

人の対話の間から、 日本の知 られざる日米戦後史が見えた

と思うのは錯覚か。それ じたいが緑陰のごとき書物。 (野

ヨ)

◆『現代思想1998,5-特 集 :環境破壊』環境破壊をめぐ
る思想家 (石牟礼道子など)の 4寺集。特に、エコフェミニズ
ムを環境破壊に関する思索の中心として提えたところが新

鮮。海外の思想がどのように日本に輸入されているかを知る

のに ti■立つ。雑賀恵子 「女―身体になる :エコフェミニズ

ムの稜線」 (ま、エコフェミニズム理論のぎこちなさ危なっか

しさにも触れていて、興味深い。 (赤嶺 )

◆石牟礼道 子『水はみ どろの宮』 (平凡社、1997年 )
分析や解釈をやめてしまいたくなるほど情緒的な文章。懐か

しい村の風景と、可笑しく哀 しい人間と動物のエピソー ドの

数々。 日本にこのようなス トーリーテラーが現存すること

を、嬉 しく思う。 (赤嶺 )

◆Fo11lkc,Robert rhc Sea vοyage Narrative.

New York:Twayne Publishers,1997.航 海誌という
のはかなり歴史が古いのですが、しばしばネイチャー・ライ

ティングの歴史からは無視されがちです。MobrDickを頂

点として見がちなアメリカの 海の文学はかなり錯綜した歴史

を持ち、その伝統にはまだまだ多くの名作が眠つています。

この本はそのような背景を垣間見せてくれます。 (山城新)

◆Branch,Michael P., and Daniel」 .Philippon,
eds. The Frefg力

` 
οf 01lr Mountaitr2s f Nattrre

14とrゴιing from yfrg力2ia's BItre Ridge MOuntains

and ShenandOaF3 Variey. Baltimore: Johns
H()pkins U P,1998.ジョン・スミスからジョン・ダニエル

まで、四世紀にわたるヴァージエアの自然をめぐる文学70編

を収めたアンソロジー。充実 したイ ン トロクションで

lDioregion,¨ place‖ をはじめとするキータームが丹念に論じ

られている。 (結城正美)

◆ Green curturef Environ,lerltaI Rわ ε
`Orrc irコCon ιerllpora ryノ4merica eds.Carl G.Herndi&

Stuart C. Brown.The University ofヽ圧iscol■ sir】
Press,1996.エ コクリティシズムは環境的文化批評から、
ハードな環境問題、ネイチャーライティング批評等大きな巾

があるが、文学研究の中枢に位置する課題である環境的修辞

を扱った重厚な論文集で、スコット・スロヴィック他各分野

の専門家が執筆している。各章のテーマは、環境的アポカリ

プス、擬人法、環境政策の論理、風景美学、環境的認識論、

自然の記号論的表象論、環境教育、リスクコミュニケーショ

ン論等多彩かつ刺激的で、今後それぞれの分野についてより

詳細な議論を展開する批評書がでるだろうが、その指針とな

るよい論集。 (伊藤詔子)

◆Rainy,Sue. Creatfrlg Pゴ cturescIIθ Americar
Morlerll ιο ιわe Natural and CIIJι uraF Larldscape

Vanderbilt Un市 ersity Press,1994.1873年 、アップ

ルトン社から出版されたPicturesque America 2巻 本は、

日本でも 本の友社から野田氏の編集で復刻され、 19世紀半
ばより特に南北戦争後のアメリカ の風景美普及に強い影響力

を持ったいわゆるピクチャレスク本の集大成としてよく Lノ ら

れている。本書はこの本の成立過程を文化的背景から出版事

情、絵画と写真との関係、アメリカ的風景美学と民主主義、

ナショナリズムのイデオロギー性等を、115葉の原本版画イ
ラスト紹介とともに論じたもの。絵画芸術と社会がいかに強

くむすび ついているかわかり、ネイチャーライティング理解

も深まる。 (伊藤)

◆Bass,Rick.The Sky,the Stars,オ f2θ Wi」derness.

Boston,NY:Houghton Mifflin,1997.タ イトル・ス
トーリーの他に、

nThe Mメhs of Bears,""Whcre the Sea

Used to Be"の 2編を含む短編集。幼い女主人公の母親が死ぬ

間際に、自分を「埋葬Jす るのではなく、 「植え」てほしノ
い、と頼んだエビソー ドから始まるタイ トル・ストーリー

は、リック。バス初の、女性と大地の関係を取り上げた注目

すべき小説。 (近江)

◆ (雑誌評論)Bennett,Michael."U rban Nature:
Teaching !Tinker Creek'by the East River"
Interdisciplinary Studies ilD Literature and
Environment.Vol.5.1,Winter 1998.ISE学 会誌に掲
載された論文。NYの 大学で教鞭をとる著者が、A n lli e

一ｂ
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I)illardの ■nker Creθたに対する学生の反発をきっかけに、
「urban natllreな んてものがあるのだろうか ?」 という素朴

な問いへの"Yes"と いう答を導き 出す過程が論じられてい
る。研究論文のわりには、まことにとっつきやすい。 (近江

)

◆Seibttt,Charles.蒻 ickerbyfノ4nこノrl)aFI PaStOra′ .

NY:Crown Publishcrs,1998.Humorous,satirical,
1ヽ
Vickerby"deals seriously Ⅵith urba■ a)d MaliIIlages of

nature;olten pokin3/ful)atヽValdenesqlle and old―

fashionod,romanticized visions of nature―even as this

city― lovil■ g author describ(,s his s破 months of hving in a

country cabin― and llis rcturn to the city.Post― nature―

writing nature writing?Anti-llature― writing nature

■7riting?Great reading.(Bruce Auell)

◆Gessner,David.4ヽγfrd,RanI Pfacer OFle ycar
orl Cape Cod.Hanover,NH:Univcrsity Press of
New Engiand, 1997.In the tradition of Robelt Firlch,

Gessner weaves together the na急 劃ral history of Cape Cod

、、■th the unfolding inller histo″ of his life and the people

ofthe Cape.The stow ofllis oM′ n sllccessful fight、 vith

cancer,and his fathe]」 s losil■g_fight with it,provide the

background for a tale of inller discovery linked with

discovery in the natural world。  (Amen)

◆Raban,Johnathan. Bad Land:An Arnerican
Ro■lar2 ce. NY:Villtage Books,1997.Ⅵ rinner of

National Book Critics Circle Award for Nonfiction.

Evokes thc lives,drcarris and land cDf the early settlers of

the dry plraills region of tlle US ttd how this land alld its

peoplc have changed up to the present.A personal

lllcnlolr,mⅨ ed、vith history and criticism  (Allen)

◆ B()oth,Alan.L00tting fο r ιhe LOstr.「OIIrn cys

thrο I」gh a Vanfshing Japan. NY: Kodansha
lnternational,1996.The late/粗all B∞ th―known asthe

best travel v/nter on」 apall,al o deserves to be kno、 vη as

one of Japan｀s best contemporary nature、 vriters.His

tl・avelrnemoirs prOvide keen descHptions of the lives d

ordincnry」apanese and of vanishing parts of the

COttiltivSidc.Often sharplb7 critical,bヒ lt lltlmorous,and

rich in percept市 e irsights.CA■en)

◆A Place Apart:A Cape Cod Reader,edited and
with chapter introductlons by Robert Finch.NY:
W.Wo Norton,1993.An anthology of G■rtt COd¬ 哺ting

containing over 150 sclections by 67 writers;ranging

fronl carly lndian oral tales to conteFnpOrary writing.

I1lstructive commenl列町 by Robert Finch A g∞ d statillg

piace for Cape、 vriting,a)d it includes nlally interesting

selections by lesser― known and hard― to―find writers

about(〕a"Cod.(Al■ en)

◆Richardson, Wyman.Tねε HO〔Jse O■l Naυ seι
Marsh.Woodstock Vt.:Tlle Cotintryman Press,
1997.(originally published; 1947).Recent re― issue

of a classic of Cape Cod natwe、 vnting.In tlle tradition of

Henn√ Beston.RchadsOn雨ゝ s a distillguished physician
tA71lo balanCed llis busy life with observatiolls and

rellections On the natural v.7orld.(Anen)

◆Turner,Jack.The 24bstract I″ frd.Tucson:モJ.of
Arizona Press, 1996. Provocative, elegant,
intelectualy engaging essays on the nature ofthe wild,

、vritten by one of its most articulate and outspoken

supporters. caHs for the "real" Ⅵ′1ld, which is

experienced― in contrast to the increasingly conllnon

“abstract"、嗜ld,、vhich is only inteⅡ ectualized。  (Allen)

◆ Botkin,Daniel K., Our Natllrar FristOryf l■ θ

LcssOns or Lθ wis and C′ ar■ . NY: Grosset/
Putnam, 1995.Retraces the journeys and jourrlals of

Le¬is and Clark,through the eyes of a rnodern ecologlα」

scientist、 vho writes with great clarity and beauty.

Informs equally about both modern environmental

sciences― ―and the myths and realities of the past.

CAuen)

◆ Raymo,C het.:Joney frο rlo Sι oncf A N′ ιIIraFisど 's

Search For GOd.Saint Paul:Hungry Mind Press,
1997.(originally publishedi 1987).W」 ttcn by an
astronomer、vho writes like a poet;a religious skeptic

、vho sees the essence of religious awe in the llatural

、v∝lrl.Raymois meditative essays blend science,、 vonder

and the landscape oflrehnd. (へ men)

◆Tallmadge,John. MeetFng ιhe rree of Lfferメ 4
Teacher's Path.Salt Lake City:U.of Utah Press,

1997.Records Tallmadge's struggles to integrate、 vhat

he has learned from the natural world itlto his daibZlife

and,in particular,into his teaching― often facing dimcult

professiollal obstacles. (AⅡ ell)

◆Anderson,Lorraine/Slovice, Scott/OIGrady,
」(,hn P. LFtcrature arld the EnvfrOttmenι 「 A
Reader οn Nature arld Cと Iゴιure(Longman).構想から
完成までの長い歳月と、数十人の専門家による査読によって

今 年遂に出版されたアンソロジー。文学的な作品のみならず

歴史的な文章 も取り上げられている。たとえば動物の権利に

関する専門家の議論がハーパーズマガジンから転載され、授

業時のディスカッションに背景的な 知識を与える配慮がなさ

れている。一握りの作家だけがこのような問題について考え

ているのではなく世界中の人々がこれらの問題について考え

ているのだという思想によって貫かれている。いまなら教師

用指導書も付いてきます。注文などの問い合わせ先 :

けKathttne H.Glyln"<KGlynn@compuserve.con■ >

◆Mllrray, 」ohn ed. AtterFcan Nalure Wriι fng

1998(SanFrancisco: Sierra Cll■ b)これがネイチャー

ライテイングだといわんばかりのこのシリーズも賛否両論あ

るようですが、ことしもとりあえずシエラクラブから出まし

た。 (高橋守)

◆Browning,Mark.HauJ‐ Jιed by Walers(Athens:
Ohio University Press)グ レン・ラブ氏も誉めたこの作

品は、釣り文学です。日本で人気が出るかも。 (高橋)

◆Bass,Rick. 恥/bere ιhe Sea υsed`ο Bc(New
York:IIoughton Mifflill)リ ック・バス初の長篇小説で

す。この作品の評価はちよつと別れるようですが、頑張れ

リック !(高橋)
6
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◆Zwillger,Ann.NeaF‐ sigh ιec/F NaltFraiSt(Tucson:

Un市ersity of Arizona Press)部 分的には講演として発
表されたものも含んでいる短い作品を集めた新作。割合と読

み易くなっている。 (高橋 )

◆Bcrger, Bruce.ノロ″20st an lsfarld(Tucson:
University of Arizona Press)カ リフォルニア州の南に

あるメキシヨのバハ・カリフォルニアの本。ここはかつてス

タインペックさジャノピーも舞台として選んだ。 (高橋 )

◆ Mitchen, 」Ohn.Trcspassin g(Reading,
Massachusetts:Addison― Wesley)個 人の土地所有の

話。この人はかつてLivFng aι ιhe End Of rimcを書い

た。 (高橋 )

◆ The Best οf Oυ ιsFder ιねθ firsι 2θ years(New
York:Vintage Books)冒 険物の短編が中心。アピーもロ
ベスも収録されている。 (高橋 )

◆Marshan,Ian. story Line(Charlottesville:
Un市ersity of Virginia)今 年の一押 し。軽妙でありなが
ら真面日な文体は美 t″ い。エコクリティンズムの最も重要な

成果がこれ。ナラティブ・ スカ ラーシップすなわち物語 りを

語ることを通 してテキス トや問題を研究しようという考え方

の典型的な見本。 (高橋 )

◆V alc,Thomas R_/V ale,Geraldinc R.Walking
with Mufr across yosemfι e(Madison:The
Un市ersity of Wisconsin Press,1998)長年ヨセミテ
に通い続けてきた トマスとジェラルダインのご夫妻が書いた

「はじめてのシエラの夏」のナラティプ・スカラーシップ風

の一冊。 (高橋 )

◆Elder,John.Reading ιhe Mο LIntaF■ls oFifOme.
Cambridge:Harvard UP,1998.「 rostの "Directive"を

著者自身の経験と場所 (土地)に重ね合せたエッセイ。今注
目を集めている aヽrrat市 e Scholarshipの一つの方向性とし

ても読めるが、著者のエコクリィカルな視点とその詩的な散

文が何より魅力的c(山 城 )
◆Kittredge,Willlam,ed.Thc Pο rι ablθ Western

Rcader.New York:Penguin Books,1997.モ ンタナ
の大御所 Kittredgeの アンソロジー。所どころに選者の嗜 好

が興味深くAmericali Westの 概念と交差しています。 (例え

ば、kndorl,steillbeck,M(′ rrisの作品など)特にG慧lsberg
の'A Supertl■ arket in Califom屹"などの選出などは膝をぼん

と打ったような新鮮さがあります。 (山城 )

◆Murray,John A.,ed.Amettcan Nature■ /rfting

1998.San Frallcisco:Sierra Club Books, 1998.既

にシリーズ化されて今年で 5年。 19の 作品の内、 7つがこ
のアンソEジーで初めて発表さオRています。 (山城 )

◆ Vヽalke,cheryl.IIldfan Natiο r2「 Native AInericall

I´ fterature and 」Vゴ netecr21ぬ ―Ccn ttrry
Na`f()fl a″ srlrl s.Durham,NC:Duke UP,1997.(特 に
19世 紀の)ア メリカンナショナリズムのレトリックとネイ
ティブアメリカンのディスコースの密接な関係を中心に論じ

ている本cア メリカンナショナ リズムを論 じる際に、ネイ
ティブアメリカンのディスコースが常にその重要役割をはた

していた非常にお薦めしたい一冊。 (山城)

● Kain,Gcoffrey,ed.Idcas OF HOmef Literature

Of Asゴ an Migralゴοn.Michigan:Michigan State UP,
1997.場 所と再定住の論議をアジア移民の問題へ向けるの
は ?必ずしも自然に焦点を絞ってはいないが、"sense of
self,t'"conCeption of home, "あ るい |ま ''self―redefinition"

など著者のキーワー ドはなかなか示唆に豊むように思える。

(山城 )

◆ Mで、tthiessen,Peter. Lost Mall′s River_ New
York:Randoln,1997.フ ロリダ のEvergladesを舞台にし
た Matthiessenの 3部作の内の 2作 目の小説。 Watsonの死
後、息子のLuciusが父の死因とその謎めいた生涯を探る。
Matthicssenの 作品に頻出の I暴力」と「自己探究」が
Evergladeの見事な風景描写にはめ込まれた興味深い作品。

(山城 )

◆Cuomo, Chris J. Fe,linism arld EcoFOgicaI
Comm tlnfιゴesr An Eιわゴε Of F10urisね fr2g.London:

Routledge,1998.エ コフェミニズムの歴史的概観を含
め、更に、従来のエコフェミニズムの前提であった 「女性 と

自然の密接な関係」そして「自然と女性の共通する男性 (支

配)への従属,迫害の歴史」に疑間を投げかけ、環境倫理に
新たな視点を持ち込もうとします。 (山城)

◆Branch, Michael P.,and Daniel J.Philippon,
eds.The rfighι  οf Otrr MotrntainsI Naι llre Wrifrlg

From yfrgfnfa's BFuc Ridge Mountains and
ShenandOall yaIFey. Baltimore, MD: Johns
Hopkins UP,1998.生 態地域主義的 (bioregionttsm)試
みによるVirginiaの Blue Ridge MountainsとShenandoah

Valleyをめぐるアンソロジー。アメリカ史上文化的、政治的

に重要な意味を持つVirginiaの コミュニティがどのようにエ

コクリティカル的発達の歴史として読み解くことができるか

を教えてくれる。 (山城)

◆Quigley, Peter. ed. CoyOι e fn ιねθ Mazer
Trackff2g Edward Abbey in a 7orFdof 17ords.Salt

Lake City:U of Utah P,1998.ア ビーをめぐる18に も
わたる批評論文集。テーマはこのコレクションの編者であ

り、た frers sι uttesの編集員でもあるPeter Quigleyに よる

と"PostinodernisIIl、 Nietzschc, ambigllity, an(1

contradiction"(8)。  まだまだこれか ら深化が期待されるア
ビー研究の最近の集大成。 (山城 )

◆Pyne,Stephen.Htp"″ ιJle CanyOn 3ecame Crarld

(New York:Viking,1998)ア リゾナ州立大学教授の肩書
きをもつ著者の正体は、まった く独力で山火事の研究を成 し

遂げた元グランドキャニオン森林消防官。サイクル・オブ・

ファイア・シリーズと呼ばれる一連の作品を通して世界中の

山火 事を説明している。実に火は文学的である。 (高橋)

◆Lopetz, Barry.AbOLIι  ιhゴs Lfrc(New York:
Alfred A.K1lopf,1998)ロペスが今日までに発表したも
のの中から最も個人的な色彩の濃い小品を集めた作品集。

ファンにはたまらない一冊。A ShcDrt Passage in Northern

Hokkaidotを 収録。 (高橋)

◆Henry WilHanlson, cd., An AnthO」 Ogy oF
Mοdern Nalllre Ntiι fig,London:Thomas Nelson
&Sons LTD,1936.1936年 にイギリスで出版されたネイ
チャーライティング・アンソロジー (300頁弱)。  当時、イ
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ギリスでこのようなタイトルの本が出ていたことに一驚。

ハーディ、ハ ドソ ン、コンラッド、ロレンス、H.E.ベ イツ
など当時もっともモダンだった作家の作品 が集まっている。

{こ の情報は岩永弘人さん (東京農業大学)か ら寄せられた
もので す。)(野 田)
◆Gary Snyder.A PFace in Spacer Eι わfcs,
Aest力 ctFcs,aF2d 7aters力 eds.Ⅵrashington D.C.:

Counterpoillt, 1995.ピ ート詩の運動を育スノだ土地、サ
ンフランシスコという場所の持つエネルギーについて語つた

エッセイ、インドで行なった場所、共同体、慈悲についての

講演、禅と詩作に関するエッセイ、アメリカのアースデイに

おける行事の賑わいについての覚え書きなどを収録。現実的

で具体的な環境問題への取り組み方から、透明度の高い自然

詩論まで、スナイダーの思索は自由自在。 (赤嶺)

◆Sturgcon, N., Ecofen2fnist Naturesr Race,
Gerldcr,Ferl?fnisi Theの ry and Porfι Fca′ A clfOn.

Ncw York:Routledge,1997.い ままでのエコフェミニ
ズム論議と少し違うのはその政治性と政治的運動の関連に特

に重点を置いている所であろう。著者によるエコフェミニズ

ムの定義、その方向性の論議は従来のものの繰り返しである

印象が拭えないが、"Mo■rements of Ecofeminism"は とても

読みやすく、今までのエコフェミを概観 lノたい方にはお勧め

の章。 (山城)

◆Hogan, Lin da, Deena Metzger, and Brenda
Peterson, eds. Intimate Naι urer Thθ  Bο r2d
beι weef2 7ο men and AnfmaFs.New York:
Fawcett Columbine,1998.女性は動物あるいは自然と
親密"intimate"な 関係を積極的に描こうとする。作家だけで

はなく、科学者、環境活動家など、全て女性が執筆。編者が

North American lnterdisciplinary

Conference on Environment&
Comlnunity

山城  新  ネヴアダ大学 リノ

Cellter for Ellvironmental Arts&Htlnlanities主 催による

今回の学会はネヴァダ大学リノ校に於いて今年2月 19日 から

21日 の3日 間でおよそ12の本会と50のセッションが開かれ

た.標題にある通り,環境と共同体の関係を中心に据え,発
表内容も多岐に及び,講演の為に招聘された学者や作家達も
Daniel B()tkin, Michael P Cohen, Kcitll Basso, David

Abralllか らJlldy Nottc Tenlple, Pattiann Rogers,

BerJtanlin月肝c Saerlzな どバラエティーに豊み,その成果は

まず何よりもそのinterdiscipHnaryな 在り方によって十分に

伺えると思う.

紙面の関係上,参カロした全ての発表について触れることは
できないのは非常に残念だが,個人的に特に印象深かった2
つの本会発表ついて簡単に報告しようと思う。

・初日最後の本会のKe■hH.Basso講演はいろいろ考えさ
せられる所が多かった 特に,Dttid Al)ranと の「場所の感

Linda HOgan、 Deena Metzger、  戻]こ Brenda Petersonと
いうところもなかなか興味をそそられる。非常に良質のアン

ソロジーだと思います。 (山城 )

◆Duncan,David James. The Rゴ ver Wlly.New
York:Bantam Books,1984. Duncanと いう′F家はこ
の他にもRfver Tceιんなどの作品で知られている作家で、
Abbeyば りのユーモアと川と鱒釣りを巡る良質のエッセイを
書いています。この作品も最初はSierra Clubか ら1983年 に

出版され、その後バンタムから 1年後に再出版されました。

今注目されている作家の一人です。 (山城)

◆Balaban,John.LOε usts at ιhe Edge oF S〔 」■lttθ r.
Port Townsend,Washington: Copper Canyon
Press,1997.」 ohll Balabanは ベ トナムを中心に活動してい

る詩人で、その視点は個人の道徳、責任というものを力強 く

執拗に追及 していきます。いくつかベ トナムの詩も翻訳 して

おり、その独特の作品はCross()ulturJな 世界を体現し′てい

ます。非常に興味深い詩人。 (!li城 )

覚」(Sense of Place)を めぐる対立は現在のアメリカの
Ecocriticismの 中でも依然問題視される人間と自然 (あるい

は場所)の間での自立性の問題に辿ることが可能だと思われ
る.

つまり,それは人間と場所 (自 然 )と の相互の関係
(reciprOcal)によって引き起こされるものであると言いつつ

も,Bassoが 「場所の感覚」を,人間の観念や感情によって

喚起されるものであると主張するのに対し,Abramが同様の

相互関係を場所 (自然,あ るいは,more― tllcn llu11lall
world)を強調する所から生じてくるの問題に現われていると

言えよう.

場所や風景と言語の関係,それらの文化人類学的,特に民
族誌学的研究 (ethilographical studies)を 重視するBassoの

講演の多くは  彼の最近の著書において語られているもので
あった印象があるが,長年のアパッチ族の言語研究を通して

培われたBassoの 考察は作家である経験も合わせて,更に
「場所の感覚」研究の幅を広げそうだ 特に,Heidegger,
Sartre,(Edward)Ctteyの 思想を通して培われた彼の「場

所の感覚」の論議は非常に新鮮に感じた .

。2日 目の午後のDa11lel Botkinの 講演は非常に注目を集め

ていたようだ。大まかな内容は表題にあるように,科学的情

報あるいは知識をいかにして環境意識に役立てるかというも

のであり,BOtkinによれば,TItoreauの例を上げて, 科学

8
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エコクリテイシズム研究会 (第 7回 )

◎日時 :1999年 3月 28日 (日 )13時から16時 30分

◎場所 :広島大学総合科学部談話室 (総合科学部一階

玄関より入り左に曲がりすぐの部屋)

◎テーマ :

1)3ι emFtJreのFヽatビer/し,Intemalionaノ SOurcellα着

(各地域の分担紹介)

2)Jワ εofe_711ゴ nist Lゴlerary crゴ ιゴεisnlf Theο ry,

ルコιθrpre"`ゴ on,Pedttogy.Ed Creta Gaard alld Patrick

Mllrplly(Universiけ of luinois Press)分 担紹介

なお 1)2)に ついて情報がほしい方はご連絡下さい。

17時より

『緑の文学批評――エコクリティシズム』 (松柏社)

出版祝いのお食事会 (場所は追 ラて連絡 )

N。 7

研究会及びお食事会に出席・参加希望者はメール又は電話等

で下記に 2月 20日 までにご連絡下さい。

追って詳しい内容及び分担表をお送 りします。

連絡先 :

伊藤詔子 ITOH Shoko
外国語コース主任

広島大学総合科学部

Chair of Foreiglllanguage Cotlrse

Factaty of lntegratedハごts and Sciences

Hiroshima University

university ona c e phOne 0824-24-6435

urliversity office fax  0824-24-0755

e―nlail address shokoi()ipc.hil‐ oshin■ a― u,acjp

麟ιeralure οF N″ uref An Jnler12atfOnaI Sο urcebοοkついに出版 。好評発売中
(Ed.Patrick D.ヽ ltlrphy,Chicago:Fitzroy Dearborn Publishers,1998)

まず、編者の一ノ、である山里勝巳氏はじめ執筆者の生田省吾、秋山健、ブルース・アレン、本下卓、大田雅孝、高橋

勤 、加藤貞通、赤嶺玲 子諸氏の ご健闘 に盛大な る拍手 を送 りたい。 「イ ンターナ ショナルな資料集 」

(InternaticnalSourcebook)と いうこの論文集において、65論文のうちの4論文を占めている日本の担当部分の存在

感は大きい。ASI_じ 」創設以来のASIE―USと の固い絆を感じさせられる。
この論文集の第一の特色は編者のマーフィー氏も述べているように、自然を語る文学及び評論等を取り扱ったものに

ふさわしく多様性の重視という精神がその形式にも内容にも活かされていることにある。文学と場所 (location)との

多様な関係性に着目し、地理的な場所、歴史的な場所、個人の拠り所とする場所を視点として広く地球規模でその関係

を読み解く作業が行われている。そう 1ノ た作業の第 一歩として今回は対象を過去三百年のものにしばってある。従来の

北米偏重であった批評の目を多様な地域にむけることによって編者が意図したように読者は様々なインスピレーション

や知的刺激を受けるであろう。ポストコロニアリズム時代のコモンウェルス文学の新しい可能性の追求、<島>の文化
や南北両極についての論文等々興味深い画期的な内容となっている。

1万 6千円も高くはないのでは。<横田>

的知識を
「
美化」 (aestheticize)す るという方向が歴史的

な流れであり,有効である,と いうことであった .

すでにこの分野において実績つある作家兼,科学者である

Botkinの雄弁さは際立っていて,質疑応答でも理路整然とし

たものであったが,その論点はさておき,やはりふと思うの

はWestern Environmentalismの 問題であつた
Interdiscipuna3‐ な在り方というのが繰り返し言われるが ,

ここアメリカにおいてそれはしばしば北アメリカ (Ang10-
America)の 枠組み内であることが前提にあるような実感が
ある.

プログラム上とりあえずその点は配慮はなされていて,特
にメキシヨ地域に関連する発表が際立っていた。North
Americaと付く時に多くの場合,その独特の文化的,社会的
な背景を持つ証拠でもあるのだが, メキシヨ地域は暗黙に除

外されてきた。 今回Homero AridiiSの 講演を含めてどのメキ

シヨ関連の発表者も強調していたのは,北アメリカ主導の流

れに同調するのではなく,あ くまでそれに組むという形で自

分達の在り方を模索するという立場であった .

Western Environmelltalismの 大きな影響力の下で
interdiscipunttyな 在り方を模索する事は常に (皮肉にも)

依存的にならぎるを得ない.も ちろん,どれだけその試みが
その中で有効性を持てるか ,と いうのは重要な問題である

が,それにはinterdisciphnaryな 在 り方を更に超越した,新
たな枠組みを必要としているように思える。その時にtrans―

disciplinaryと 言うのは易しいが具体的な在り方はまだまだ

見えていないように思う。その問題はもちろん 日本のネイ

チャー・ ライティングの在 り方 ,今後の方向性にも直接当て

はまる課題であろう。

(次回のNorth Alllerican lnterdisciplintt Conた rence or〕

Environment alid Conlmlllutyは 来年 1999年の2月 1820日

の日程でユタ州Ogdenの Weber State Univeぉ iけに於いて開

かれる予定である.)

9
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スケジュール

前期 :

1,自 然と文化のパラ ドックス :ネ イチャーライティングとは何か ?
(現代ネイチャーライティングの諸問題 )

2.エゴからエコヘ :神 人同型論価■tllroponlorpl■ lsnl)と 人間中心主義伍ntlropocentris111)
3.Edward Abbey,Dcsert Soutaireの提起するもの

4.Edward Abbey,'ヽ Vlderlless and Freedom,Freedonl ald Wilderness"を 読む
5.荒野 (lvilderness)の 思想
6.AInie l)iuard,Rlgrinl at llrlkcr Creekの提起するもの

7.A111lie DiⅡ 証d,"li宙 ng Lik E Weasels"を 読む

8 ネイチャーライティングと近代の問題 :交感(correspondence)の 原理 (1)
(ロ マン主義的自然の問題〉

9 自然詩の記述様式 :WiJia11l Ctilen Bwantと Emiけ Dickinson
10.自 然詩は自然詩か ?:交感(correspondence)の原理 (2)
11.風景(landscal)c)θ)問題 :風景画とピクチャレスク

12.ア メリカン・ ビクチャレスクと観光 (1)

13.ア メリカン・ ピクチャレスクと観光 (2)

後期 :

l Dmerson,Natllre(1836)を 読む (1)
2.Enlersoll,Nature(1836)を 読tF(2):Emersoniallisnl
3.´■1()reau,Waldell(1854)を 読む (1)

4.Thoreau,Walden(1854)を読む (2)
5.Tlloreall,The Mainc Woodsの 問題

6.交感 ((〕orrespondence)の 原理 (3)
7.ネイティヴ 。アメリカンの自然 (1):Linda Hog額1,iwalking"を 読む
8.ネイティヴ 。アメリカンの自然 (2):leshe Siko,"I aldscape,Histαγ,
9.場所の感覚(sense of place)と アメリカ文学
10.田 園主義(pastoalism)の 問題と可能性

11.画像としての自然 /環界としての自然

12環境文学(cnvirorШ lenta literature)と エコクリティシズム

シラバス紹介

青山学院大学文学部英来文学科   使用テキスト
科日名   米文学特講 (8)
担当者名  野田研一

演会「チンバンジーとわたし」

(報告者 :結城正美 )

1998年 11月 20日 夜、ジェーン・グドール博士と松永哲朗・京

大霊長類研究所教授の講演会へ出かけた。チンバンジー研究の

第 一人者の講演会だけあって、会場の名古屋国際センターは開

場前から人だかりができていたっスーッ姿の人、ハイキングに

でも出かけそうな格好の人…とさまざまだが、来場者の多く

は、前々日まで大山市で開催されていた大型類人猿をめく
゛
るシ

ンポジウムに参加していた人類学者なのだろう。聴衆は予定の

200人 をはるかに上回り、300人近くにのぼったそうである。
「チンバンジーとわたしJと名付けられた講演会 (朝 日新聞

著者名  Scott Slovic,ed

書名  WOrldけ Words:/h Antholow of Americm Nature Writh瑠

発行所 ふみ くら書房   定価 ¥2.060

and the Pueblo lmagination"

社、SAGA<ア フリカ・アジアに生きる大型類人猿を支援
する集い>主催)で、グドール博士と松永教授はともに
アフリカの野生チンバンジー共同体の親密性をテーマに

熱っぼく語った。松永教授は、よく知られているチンバ

ンジー (ア イちゃん)の人工言語習得をめく
い
る研究 「ア

ィ・プロジェクト」にはあまり触れずに、西アフリカ

イギニア)の野生チンバンジーの母子の絆の深さについ

て話 し、一方、グドール博士は東アフリカ (タ ンザニ

ア)のチンバンジー共同体と環境破壊がかれらにもたら
す影響について語った。お二人の話は、野生チンパン

ジーの関係性の深さに主眼をおくと同時に、人間社会の

価値観、倫理観の根本的見直しを要求しているものでも

あり、特にグドール博士の講演は、おそらく何百回とな
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「文学と環境」第 2号原稿募集

◎以下の要領で原稿を募集しま夕。投稿規定を熟読の上、多数の投稿をお待ちしています。なお書式については、「文学と環

境」創刊号を参考にしてください。

◎「投稿規定」

1.内 容 :文学と環境に関する未発表の研究論文・書評等 (和文または英文)
2.枚 数 :(a)和 文の場合は、A4判用紙に横書きで30文字×30行とし、 9～ 14枚程度。英文のレジメ 1枚 (1ページ。65

ストローク×25行)を付すこと。

(b)英文の場合は、A4判用紙にダブルスペースで14～ 20枚程度。 1ページは65ス トローク×25行r和文による
レジメ 1枚 (30文字×30行)を付すこと。

書評 :和 文の場合、横書きで30文字X30行とし、 3～ 4枚程度。英文の場合 2～ 3枚程度。 (1ページは65ス ト

ロークx25行 )

3.体 裁 :表紙に題と氏名、所属先、連絡先 (Tel、 E― Mall等)を記入のこと。注は本文の終わりにまとめること。その
他、Mm IIal■ dbook for W五 ters of Research Papers:Fourth Editionも しくは『MLA英語論文の手引き第 4版』
(北星堂)に準ずる。すでに口頭発表した場合は、その旨を末尾に記すこと。

4.提出部数 :5部 (コ ピーも可)と フロッピーディスク (機種名、ソフト名を明示のこと)。
5.宛 先 :編集事務局 (〒 780-8520高 知市曙町2-5-1 高知大学人文学部 上岡克己)。

※封筒に (『文学と環境』応募原稿)と明記すること。

6.締 切 :第 2号の締切は1999年 3月 20日 とする。期日厳守。
7.採 否 :編集委員会が行う。
8_その他 :(a)投稿資格は会員とし、投稿は 1名 につき 1編とする (編集委員が依頼する場合は会員でなくともよい)。

6)提 出された応募原稿は返却しない。

(c)和文の場合、題名には英文タイトルを、また執筆者名にローマ字表記を付すこと。

(d)書評を除き、原則として執筆分担金は仕上がり1ページにつき1000円とする。

く世界各国で繰り返されてきた内容にもかかわら

ず、チンバンジーに寄せる彼女の愛情と友情、そ

してそうした`さ情の裏側にある人間中心主義的社

会への憤慨と批判がストレー トに伝わつてくるも

のであった。

講演会のなかできわめて印象的だったのは、科

学を専門としているお二人の語り口が、まさにス

トーリーテラーという言葉がぴったりな、魂の込

められたものであったということだ。人間社会と

動物社会・環境との関わりをめぐって、グドール

博士、松永教授がそれぞれ何を信じ、何を訴えよ

うとしているのかということが明快かつ力強く聴

衆に伝わってきた、魅力ある講演会であった。

「文学と環境」創刊号 ERRATA(正 誤表 )

(誤 )
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1933
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Manes

withを削除
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ASLE‐ Japanのメーリング・リス トに参加しましょう。
ASI´ E―Japallの 会員が情報交換や事務連絡をするためのメーリング・ リスト、asleJを運営しています。メンパーは

ASI´ E― Japanの会員に限らせていただいていますので、登録は手動で行なっています。メンバー登録ご希望の方は
tuJ@にどus.lcs.hokudai.acjp(土 永)までメールアドレスをお知らせください。その際に、ご自分のメールアドレスを

だ3LE Japanの 会員名簿に掲載して公開してもかまわないか否かをお書き添え下さい。なお、この登録申し込み方法

は変更されることがあります。最新情報はhttp://icarus.ilcs.hokudai.acjp/ぉ lei/asleiml.htIIllで ご覧下さい。
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◎事務局より

1)昨年秋の広島における役員会、総会にて1998-1999年度

の新役員が選出されました (別欄参照)。 これまで役員とし

てご活躍下さった方々、有 り難うございました。新たにお迎

えした役員の方々、どうぞよろ Lノ くお願いします。引き続き

役員を引き受けて下さった方々、もうひと踏ん張 りよろしく

お願いします。

2)同 じく総会決定により、1999年度より会費が値上げされ
ることとなりました。年額 ¥5.000。 ただし、学生会員据え

置き (現行 ¥2.000)。 これは会誌『文学と環境』の発行に
ともなう諸経費の高騰のためです。どうぞご理解いただきた

く存じます。

3 )会費の納入状況がかならずしも芳しくありません。どう
ぞお忘れの方は、至急 1998年度分 (旧 会費¥3.000、 学生¥
2.000)を振替用紙にてご納入下さい。ASLE―」の活動、とり

わけ会誌発行は皆さまの会費納入にかかっております。よろ

しくお願いします。なお、1999年度分の振替用紙は後日、別

送させていただきます。混乱のないようご注意下さい。

4)1999年 度大会開催につきましては、現在開催地、開催方
法を検討中です。決まり次第、お知らせいたします。

◎研究発表募集 !

Call for Paper at the 1999 Annual NFecting

ASLEtttapal1/文 学 。環境学会第 5回全国大会での研究発表を

ご希望の方は、 4月 30日 までに「タイ トル」と「要旨」を

添えて下記へ郵便でご連絡下さい。発表内容によってはシン

ポジウム形式、円卓セッション等になる場合もあります。そ

の際には改めてご相談します。個人、グループを問わず積極

的にご提案下さい。また、写真、絵画など文学以外のジャン

ル、メディアによるものも積極的にご提案下さい。展示室を

準備D~る予定です。ご利用希望があれば同じく下記までご連

絡下さい。

○必要事項 :

1)タ イトル+要旨

【100字 (日 本語)、 又は250語 (英語)】

2)氏名、所属等、住所、電話番号、Fax番号、
E―mailア ドレス

○連絡先 :

笹田 直人

○〆切日:1999年 4月 30日

ルοm edfオοrfar staFf

■編集上の不手際から、最後の頁にスペースが大きく空き、

その分「編集後記」を沢山書かねばならないはめになってし

まった。しかし印刷を頼む人と会う時間は刻々と迫り、とて

も今からスペースを埋めるだけの文章は書けそうにない。そ

こで私が属している電脳Hikin'Clubと いう句会 (お遊びの

要素を多分に含んだ句会だが、ルールのある遊びほど人を真

剣にさせるものはないとはかの碩学ホイジンガの言葉であ

る)で活躍する午睡 (ごすい)の句を紹介したい。とくに自
然を詠んだものを挙げる。

蟻くわえ後ずさりする天国 (は らいそ)ヘ
真昼なり音吸い尽くす蟻地獄

食断ちし亀の甲羅に蒼き徴

落鮎の身からしたたる命かな

大蚊 (ガガンボ)の脚を栞に欠伸かな
顧みずとも夕焼けのある気配

玉の露黒衣の蟻が身繕い

蜘蛛くわえ断揚そのとき暴れ竜

巻き巻きて異名どこ吹く灸花 (やいとばな)

自秋に紫紺点ずる野辺の花

さみしくて山深く入る桐の花

蝙蝠や絶対音感恋は闇

乳無尽大地母神の六月や

土壁に守宮の影やロブ・グリエ

雨蛙エナメル革に汚泥なし

碗豆の螺旋旅する小ダンテ

■ASI´EニューズレターNo.7も 皆さまのお陰で何とか発行で

きました。前号では「書誌情報」が有益だったとのご意見を

各方面から頂きましたので、今号も掲載しましたが、時間の

関係で整理した形で載せられなかったことが悔やまれます。

情報を提供頂いた会員の皆さまどうもありがとうございまし

た。ニューズレターは情報がありませんと発行できません。

今後とも皆さまのご協力をお願いいたします。0)

尽 LE―Japan

文学・環境学会
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